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全国瞬時警報システム 
（J-ALERT） 

全国一斉試験放送実施 
　地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報シ

ステム（J-ALERT）から送られてくる緊急情報を、

防災行政無線を用いて確実に町民のみなさんにお伝

えするため、緊急情報伝達の試験を行います。 

○日時　１１月２９日（火）１１：００ 

○内容　防災行政無線から定時放送と同じぐらいの

音量でチャイムの後に「これはテストです。」

と流れます。 

※福崎町以外の市町でも、 

　当日は全国的にさま 

　ざまな方法で試験が 

　実施されます。 

 

全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは？ 

　緊急地震情報や弾道ミサイル発射情報といった、

対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に、国

から通信衛星を介して情報が送信され、町が受信し、

防災行政無線を自動起動することにより、瞬時に緊

急情報をお知らせするものです。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７２） 

１１ 

中播都市計画道路及び下水道の 
変更にかかる素案縦覧のお知らせ 
中播都市計画道路及び下水道の 
変更にかかる素案縦覧のお知らせ 
中播都市計画道路及び下水道の 
変更にかかる素案縦覧のお知らせ 
　福崎町では、都市計画道路（福崎駅田原線：福
崎駅前広場）及び都市計画下水道の変更を予定し
ています。 
　このたび、変更に係る素案を作成しましたので、
都市計画法に基づく法定縦覧を行います。 
 
期間　１１月２２日（火）～１２月６日（火） 
　　　８：３０～１７：１５　※閉庁日を除く 
場所　まちづくり課 
対象となる都市計画 
　■中播都市計画道路（福崎駅田原線：福崎駅前広場） 
　■中播都市計画下水道 
　　　（コミプラ汚水編入、工業団地雨水整備） 
○意見書の提出について 
　計画変更素案に対し、意見書を提出すること
ができます。上記縦覧期間中に、住所、氏名、
年齢及びこの素案についての意見をできるだけ
具体的に記載した書面を、福崎町長あてに提出
してください。郵送も可能です。 
 
問い合わせ・意見書提出先 
　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

中播都市計画地区計画の変更(福崎 
町決定)に係る素案縦覧のおしらせ 
中播都市計画地区計画の変更(福崎 
町決定)に係る素案縦覧のおしらせ 
中播都市計画地区計画の変更(福崎 
町決定)に係る素案縦覧のおしらせ 
　中播都市計画地区計画の変更（福崎町決定）に
ついて、都市計画法の規定に基づき次のとおり素
案の縦覧を行います。 
 
期間　１１月２２日（火）～１２月６日（火） 
　　　８：３０～１７：１５　※閉庁日を除く 
場所　まちづくり課 
地区計画の名称　東部工業団地地区計画 
地区計画の区域　 
福崎町大貫字カスベ口、カスベ、飛原、和田、
飛原口、高野及び尾山の各一部 
○意見の提出について 
    本案に意見のある方（福崎町の住民及び利害関
係人）は上記の縦覧期間中に意見書を提出するこ
とができます。住所、氏名、年齢及びこの案につ
いての意見をできるだけ具体的に記載した書面を、
福崎町長あてに提出してください。郵送も可能です。 
 
問い合わせ・意見書提出先　 
　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

特別指定区域の指定及び 
関係図書の縦覧について 
特別指定区域の指定及び 
関係図書の縦覧について 
特別指定区域の指定及び 
関係図書の縦覧について 

　西大貫まちづくり協議会が策定した地区土地利
用計画にもとづき、町から県に対して指定の申出
を行った下記の地区が、このたび特別指定区域に
指定及び指定の変更がなされ、兵庫県公報により
告示されましたのでお知らせします。 
　また、関係図書を永久縦覧に供しますので併せ
てお知らせします。  
■指定した日　平成２８年１０月７日 
■地区名　西大貫地区 
■指定した区域　地域活力再生等区域 
　・旧地縁者住宅区域　・旧新規居住者住宅区域 
　・旧小規模事業所区域  
関係図書の縦覧場所　まちづくり課 
縦覧時間　８：３０～１７：１５　※閉庁日を除く 
問い合わせ先　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 
　※町のホームページにも掲載しています。 



平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果 
　本年も４月１９日に全国学力・学習状況調査が、全国すべての小中学校（小学６年生･

中学３年生）で、国語・算数（数学）の２教科４分野で実施されました。今回の本町の

子どもたちは、下表のとおり小学校・中学校とも２教科３分野で全国平均を上回りま

した。本調査は、学力の一部を調査したものであり、すべての教科が同様であるとは

証明できかねますが、頑張っていることは高く評価できます。また、同

時に行った生活調査について分析しましたところ、ここ数年、地域の行

事に参加するという項目が全国平均を大きく上回っています。このこと

は、子どもたちが地域の中で育っている・地域を挙げて子育て支援をし

ていただいていることが裏打ちされています。 

　各小中学校・教育委員会においては、現状を評価しつつも、今回の分

析と今後の対策を考えて、更に積み上げが必要な分野や、他教科でも同

じような成績が上げられるよう指導力の向上に励みます。 

◆学力調査について 

◆生活調査より 

※Ａは基本力を見る問題。Ｂは応用力を見る問題。 
※指数は全国平均を１００としています。 
※正答率の全国平均より±５．０以内は、水準内となっています。 

◎よくできている項目 
　・毎日同じような時刻に起きている。 
　・家で学校の宿題をしている。 
　・友だちとの約束を守っている。 
　・地域の行事にはよく参加している。 

◎気になる項目 
　・毎日同じような時刻に寝ていない。 
　・宿題以外の予習や復習が少ない。 
　・解き方や考え方をあまりノートしていない。 
　・発表し合う学習活動が苦手である。 

・「時間を守る人は、勉強ができる。」と

言われていることが裏打ちできる。 

・学校のことなどを話し合っている家庭の

子どもほど正答率が高い。 

・学習支援員の配置により、きめ細かな指

導につながっている。 

・先生に指示されたことはよくできるが、

自分からプラスアルファーをする意欲が

弱い。 

・総じて、学習ノートのまとめ方及び授業

の目標を振り返る活動・意欲に課題があ

る。 

◎総括◎ 

・町学力向上委員会･各学校で現状分析をしっかり行い、

学力向上に向けた学習指導を高め、「生きる力」の

定着につなげる。 

・家庭と協力して基本的生活習慣をより確立させ、自

ら学ぶという主体的・能動的な姿勢を育成する。 

・授業中、友だちの意見をしっかり聞き、それに対す

る自分の意見を持ち人前で発表できる訓練をする。 

・学校での朝学習、授業の工夫改善、家庭での読書習

慣（「フクちゃん読書」・新聞を読む）などの定着を

図る。 

・今後も、町単独での授業支援による少人数学習や複

数指導によるきめ細やかな指導をする。 

◎今後の対応◎ 

全　国 

兵庫県 

福崎町 

指　数 

文科省基準 

国語Ａ 

７２．９ 

７３．０ 

７６．２ 

１０４．５ 

水準内 

国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

５７．８ 

５７．７ 

５４．３ 

９３．９ 

水準内 

７７．６ 

７７．７ 

７９．９ 

１０３．０ 

水準内 

４７．２ 

４７．３ 

４７．６ 

１００．８ 

水準内 

■小学校正答率［公立のみ］ （単位：％） （単位：％） 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

■中学校正答率［公立のみ］ 

全　国 

兵庫県 

福崎町 

指　数 

文科省基準 

７５．６ 

７６．０ 

７７．０ 

１０１．９ 

水準内 

６６．５ 

６５．８ 

６５．０ 

９７．７ 

水準内 

６２．２ 

６５．７ 

６８．４ 

１１０．０ 

水準以上 

４４．１ 

４５．５ 

４６．１ 

１０４．５ 

水準内 

１２ 

（福崎町教育委員会） 



福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

１
、
国
内
外
に
魅
力
発
信
！ 

　
　
日
本
遺
産 

　
日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的

魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
、
日
本
の

文
化
・
伝
統
を
語
る
「
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
国
（
文
化
庁
）
が
認
定
す

る
制
度
で
す
。
国
内
外
へ
の
魅
力

発
信
や
地
域
活
性
化
を
図
る
目
的

で
、
平
成
２７
年
度
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
認
定
数
は
、
全
国

で
３７
件
で
す
が
、
文
化
庁
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
２
０
２
０
年
）

ま
で
に
１
０
０
件
程
度
ま
で
認
定

を
増
や
す
方
針
で
す
。
兵
庫
県
で

は
、
「
丹
波
篠
山
・
デ
カ
ン
シ
ョ

節
」「
国
生
み
の
島
・
淡
路
」
の

２
件
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
、
日
本
近
代
化
の
ス
ト
ー
リ
ー

　
　
〜
生
野
鉱
山
と
馬
車
の
道
〜 

　
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
、
生

野
鉱
山
（
現
朝
来
市
）
は
日
本
最

初
の
官
営
鉱
山
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
、
近
代
化
を
先
導
す

る
模
範
鉱
山
と
し
て
、
生
野
鉱
山

に
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
を
招
き
、
世

界
の
最
先
端
技
術
を
導
入
し
て
、

近
代
鉱
山
シ
ス
テ
ム
を
築
き
あ
げ

ま
し
た
。 

　
な
か
で
も
、
輸
送
で
は
生
野
・

姫
路
間
に
、
日
本
初
の
産
業
専
用

道
路
「
生
野
鉱
山
寮
馬
車
道
」
が

造
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
９
年
に
完

成
し
た
こ
の
道
を
、
わ
た
し
た
ち

は
「
銀
の
馬
車
道
」
の
愛
称
で
、

地
域
間
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

保
存
活
用
し
て
い
ま
す
。 

３
、
福
崎
町
と
「
銀
の
馬
車
道
」 

　
「
銀
の
馬
車
道
」
は
、
生
野
鉱

山
か
ら
、
神
河
町
、
市
川
町
を
経

て
、
福
崎
町
の
　
川
界
隈
を
東
西

に
横
切
り
、
西
光
寺
野
へ
と
南
下

し
ま
す
。 

　
　
川
の
三
木
家
住
宅
（
県
指
定

文
化
財
）
に
南
接
す
る
道
路
が 

「
銀
の
馬
車
道
」
で
す
。
　
川
界

隈
は
関
連
す
る
文
化
財
の
宝
庫
で

も
あ
り
、
馬
車
道
ル
ー
ト
の
な
か

で
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

  

　
三
木
家
住
宅
の
表
門
前
を
通
る

道
は
、
北
条
街
道
と
呼
ば
れ
る
東

西
交
通
の
主
要
路
の
１
つ
で
し
た
。

明
治
初
年
、
こ
の
街
道
を
馬
車
道

と
し
て
拡
幅
整
備
す
る
に
あ
た
り
、

三
木
家
は
表
門
を
小
規
模
に
建
て

替
え
、
位
置
を
移
動
さ
せ
て
用
地

を
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
木

家
文
書
に
は
、
「
馬
車
道
潰
地
書

上
帳
」
な
ど
、
馬
車
道
建
設
に
関

わ
る
資
料
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

        

　
柳
田
國
男
生
家
（
県
指
定
文
化

財
）
は
、
も
と
も
と
は
「
銀
の
馬

車
道
」
に
面
し
て
建
っ
て
い
ま
し

た
。
柳
田
は
「
　
川
と
い
う
よ
う

な
非
常
に
旧
い
道
路
の
十
文
字
に

な
っ
た
所
に
育
っ
た
こ
と
が
、
幼

い
私
に
色
々
の
知
識
を
与
え
て
く

れ
た
よ
う
に
思
う
。
（
中
略
）
も

し
も
横
丁
か
何
か
の
隅
っ
こ
に
い

た
の
だ
っ
た
ら
、
私
も
こ
ん
な
風

な
人
間
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
」（
『
故
郷
七
十
年
』
）

と
、
馬
車
道
を
行
き
交
う
人
や
物
、

情
報
に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
成
長

し
、
自
身
の
学
問
の
基
礎
が
育
ま

れ
た
と
懐
述
し
て
い
ま
す
。 

      

　
　
川
山
公
園
の
河
童
が
出
没
す

る
池
に
架
か
っ
て
い
る
石
橋
が
巌

橋
で
す
。
も
と
は
、
雲
津
川
に
架

か
り
、
そ
の
上
を
馬
車
が
走
っ
て

い
ま
し
た
。 
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１３ 

　
「
生
野
鉱
山
と
馬
車
の
道
の
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
日
本
遺
産
に
！
　
現

在
、
３
市
３
町（
姫
路
市
・
福
崎
町
・
市
川
町
・
神
河
町
・
朝
来
市
・

養
父
市
）が
申
請
者
と
な
っ
て
、
兵
庫
県
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
日

本
遺
産
認
定
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、「
日
本
遺
産
っ
て
何
？
」「
馬
車
の
道
っ
て
何
？
」
―
そ
ん

な
疑
問
に
お
答
え
し
、
み
な
さ
ん
に
日
本
遺
産
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
き
、
取
り
組
み
を
盛
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

目
指
せ
！
日
本
遺
産 

近
代
日
本
の
鉱
山
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
し
た
、 

生
野
鉱
山
と
馬
車
の
道 

三
木
家
住
宅
と
「
銀
の
馬
車
道
」 

柳
田
國
男
と
「
銀
の
馬
車
道
」 

巌
橋
と
「
銀
の
馬
車
道
」
　
　 

三木家住宅前を通る「銀の馬車道」 

「馬車道潰地書上帳」 
潰地を書き上げ、飾磨県へ 
提出した。 

柳田國男生家跡 
に建つ石碑 

雲津川に架かる巌橋（昭和６２年撮影） 
「その橋は私の見ている間に石橋にかけ代え 
られた」（柳田國男『故郷七十年』） 

た
ん
ば
さ
さ
や
ま 

く
に
う 

ふ
る 

か
っ
ぱ 

い
わ
お 

ば
し 

つ
ぶ
れ
ち
か
き 

あ
げ
ち
ょ
う 



１４ 

　
通
泰
は
、
１５
歳
の
時
に
上
京
し
、

大
学
予
備
門
を
経
て
、
帝
国
大
学
医

科
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後

は
、
眼
科
医
局
助
手
と
し
て
在
籍
し

な
が
ら
開
業
し
、
姫
路
の
病
院
へ
赴

任
し
た
の
ち
、
３０
歳
で
第
三
高
等
学

校
医
学
部
の
眼
科
教
授
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
３７
歳
の
時
、
岡
山
か

ら
再
び
上
京
し
た
通
泰
は
、
井
上
医

院
を
開
業
し
、
診
療
を
続
け
ま
し
た
。 

　
柳
田
國
男
の
兄
で
あ
る
井
上
通
泰

は
、
慶
応
２
年（
１
８
６
６
）に
誕
生

し
、
今
年
、
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え

ま
す
。 

　
記
念
館
で
は
、
眼
科
医
・
歌
人
・

国
文
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
通
泰
の

業
績
を
は
じ
め
、
松
岡
五
兄
弟
や
森

　
外
、
門
人
た
ち
と
の
交
流
を
紹
介

す
る
展
示
を
し
て
い
ま
す
。 

　
通
泰
が
診
療
で
使
用
し
て
い
た
天

秤
や
薬
箱
、
文
化
人
と
の
書
簡
や
著

書
な
ど
、
通
泰
が
生
涯
を
か
け
て
取

り
組
ん
だ
研
究
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

　
還
暦
を
迎
え
た
通
泰
は
、
医
業
を

廃
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
文
学
や

史
学
の
研
究
に
専
念
し
、
『
万
葉
集

新
考
』
完
成
後
は
、
『
播
磨
国
風
土

記
新
考
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
「
風

土
記
」
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
通
泰
は
、
７６
年
の
生
涯
の
う
ち
、

最
も
長
い
時
間
を
歌
学
の
研
究
に
費

や
し
ま
し
た
。
歌
人
で
あ
る
松
波
遊

山
に
師
事
し
、
森
　
外
や
山
県
有
朋

ら
と
と
も
に
歌
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

歌
人
と
し
て
の
才
能
が
認
め
ら
れ
、

御
歌
所
寄
人
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、

宮
中
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。 

　
４２
歳
の
時
、
好
き
な
南
天
に
ち
な

み
、
号
を
「
南
天
荘
」
と
定
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「
南
天
荘
同
人
会
」

を
発
足
し
、
通
泰
は
、
門
人
た
ち
へ

歌
の
指
導
や
『
万
葉
集
』
な
ど
の
講

義
を
行
い
ま
し
た
。 

　
福
崎
町
で
は
、
柳
田
國
男
の

功
績
を
生
か
し
、
日
本
民
俗
学

の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
、

日
本
民
俗
学
会
の
研
究
奨
励
賞

に
副
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
賞
は
、
３５
歳
未
満
の
次
世
代

の
民
俗
学
を
担
う
若
手
研
究
者

に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
今
年
は
、
戸
邉
優
美
さ
ん
の

論
文
「
女
性
集
団
の
公
的
側
面

―
女
講
中
の
婚
礼
関
与
を
中
心

と
し
て
―
」
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
１
日
（
土
）
、
千
葉
商
科
大

学
で
開
催
さ
れ
た
年
会
に
お
い

て
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

受賞論文は、柳田國男記念館と情報公
開コーナー（役場・図書館・八千種研修
センター）で閲覧できます。 

日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞 

開催中 

南天荘文庫資料が、福崎に里帰り。 
この機会をお見逃しなく！ 
会　　場：柳田國男・松岡家記念館 
休 館 日：月曜日、祝日の翌日 
開館時間：９：００～１６：３０ 

いよいよ 
　１１月２７日（日）まで！ 

『万葉集新考』個人蔵 

２．天秤 

４．井上眼科医院広告 
『トラホーム物語』より 

『播磨国風土記新考』 

３．「南天荘」扁額 

１．薬箱 

＊１～４は姫路文学館蔵 

　
短
冊
　
個
人
蔵 

▲ 

通泰の蔵書や資料を保管した 
南天荘文庫（福崎町南田原） 

み
ち
や
す 

お
う
が
い 

ま
つ
な
み 

ゆ 

さ
ん 

や
ま
が
た
あ
り
と
も 

お
う
た
ど
こ
ろ
よ
り
う
ど 

て
ん 

び
ん 

受賞者の戸邉さん（右）と　寄教育長 



〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

井
上
通
泰
と
南
天 

１５ 

『南天荘同志写真帖』 
（個人蔵） 

　
赤
い
実
を
た
わ
わ
に
垂
ら
し
、

冬
枯
れ
の
庭
に
彩
り
を
添
え
て
く

れ
る
植
物
、
南
天
。「
ナ
ン
テ
ン
」

と
い
う
音
が
、「
難
転
」
つ
ま
り
「
難

を
転
ず
る
」
に
通
じ
る
た
め
、
古

く
か
ら
縁
起
物
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。 

　
井
上
通
泰
は
、
南
天
を
こ
と
さ

ら
に
愛
し
、〈
南
天
荘
〉
と
い
う
号

を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
「
号
」

と
い
う
の
は
、
文
人
や
書
家
、
画

家
な
ど
が
創
作
活
動
を
行
う
際
に

用
い
る
別
名
の
こ
と
で
す
。（
弟

の
松
岡
輝
夫
も
、
画
家
と
し
て 

「
松
岡
映
丘
」
を
名
乗
っ
て
い
ま

す
ね
。
） 

　
今
回
は
、
通
泰
と
南
天
に
つ
い

て
、
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
通
泰
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
南
天

が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

を
示
す
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。
通
泰
が
岡

山
に
赴
任
し
て
い
た
時
の
こ
と
。

時
折
、
故
郷
の
井
上
家
に
帰
省
す

る
と
、
そ
の
噂
を
聞
い
た
人
た
ち

が
、
偉
い
先
生
に
一
度
診
察
し
て

も
ら
お
う
と
、
大
勢
押
し
か
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
ち
ょ
う
ど

南
天
を
集
め
た
い
と
思
っ
て
い
た

通
泰
は
、
一
計
を
案
じ
ま
す
。
下

男
を
通
じ
て
、
診
察
を
受
け
た
け

れ
ば
、
南
天
を
１
本
持
参
す
れ
ば

よ
い
、
と
い
う
話
を
広
め
さ
せ
た

の
で
す
。
す
る
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
、
林
が
で
き
る
ほ
ど
の
南
天

が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。（
『
南
天

荘
同
人
会
会
報
』） 

　
そ
ん
な
通
泰
が
〈
南
天
荘
〉
を

名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明

治
４０
年
（
１
９
０
７
）
の
こ
と
。

そ
れ
以
前
は
、
短
い
期
間
な
が
ら
、

〈
城
南
荘
〉
と
い
う
号
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
も
と
も
と
、
通
泰
は
号
を
用
い

る
こ
と
を
好
ま
ず
、
歌
を
詠
む
と

き
も
本
名
を
名
乗
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
歌
人
と
し
て
活

躍
す
る
中
で
、
本
名
を
使
う
と
堅

苦
し
く
な
る
場
合
や
、
不
便
な
場

合
が
あ
る
た
め
、
必
要
な
と
き
に

限
っ
て
〈
城
南
荘
〉
を
使
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。 

　
明
治
３５
年
に
岡
山
医
専（
岡
山

大
学
医
学
部
の
前
身
）を
辞
し
た

通
泰
は
、
上
京
し
、
東
京
市
麹
町

区
内
幸
町（
現
在
の
東
京
都
千
代

田
区
）で
眼
科
医
院
を
開
業
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
も
と
も
と
近
衛

公
爵
の
居
宅
で
、
か
つ
て
は
「
城

南
荘
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
通
泰
は
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
場
所
に
ち
な
ん
で
、
〈
城
南

荘
〉
と
名
乗
っ
て
い
た
の
で
す
。 

　
そ
の
後
、
家
の
号
と
し
て
、〈
南

天
荘
〉
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
通

泰
は
、
そ
の
旨
を
伝
え
る
手
紙
を

知
人
や
門
人
に
宛
て
て
い
ま
す
。

そ
の
文
面
に
は
「
此
度
愛
ス
ル
所

ノ
植
物
ノ
名
ニ
ヨ
リ
テ
南
天
荘
ト

号
ス
ル
」
と
あ
っ
て
、
通
泰
の
南

天
へ
の
思
い
入
れ
の
深
さ
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（『
南
天
荘
歌
話
』） 

　
こ
れ
以
降
、
通
泰
の
居
宅
は 

〈
南
天
荘
〉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
通
泰
も
ま
た
、
昭
和
１６
年

（
１
９
４
１
）
に
亡
く
な
る
ま
で
、

こ
れ
を
自
身
の
号
と
し
て
使
い
続

け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
通
泰
の
遺
品
の
中
に
は
、

松
岡
映
丘
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
い

う
、
南
天
を
あ
し
ら
っ
た
徳
利
と

盃
が
残
っ
て
い
ま
す
。
酒
を
好
ん

だ
通
泰
に
と
っ
て
、
こ
の
徳
利
で

飲
む
酒
は
、
ま
た
格
別
な
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
い
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
本

の
装
丁
や
身
の
回
り
の
小
物
に
も
、

南
天
の
図
柄
を
使
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
最
後
に
、
通
泰
の
歌
を
一
首
、

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
大
正
１３
年 

（
１
９
２
４
）に
、
「
南
天
」
と
い

う
題
で
詠
ま
れ
た
長
歌
で
す
。 

         

　
閑
静
な
場
所
に
、
書
物
を
読
む

た
め
の
小
さ
な
庵
を
作
り
、
そ
こ

に
南
天
の
木
を
五
百
本
ほ
ど
も
植

え
よ
う
、
と
い
う
望
み
を
抱
い
た

の
は
、
ま
だ
若
い
、
男
盛
り
の
こ

ろ
だ
っ
た
、
と
い
う
意
の
歌
で
す
。

大
好
き
な
南
天
に
囲
ま
れ
て
、
静

か
に
本
を
読
む
生
活
こ
そ
が
、
通

泰
が
理
想
と
す
る
環
境
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
実
際
に
通

泰
が
暮
ら
し
た
家
に
は
、
多
く
の

南
天
が
茂
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
で

開
催
中
の
「
井
上
通
泰
展
」
は
、

１１
月
２７
日
ま
で
で
す
。
歌
を
詠
み
、

歌
を
愛
し
、
南
天
を
愛
し
た
眼
科

医
を
訪
ね
て
、
記
念
館
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。 

し
づ
か
な
る
処
も
と
め
て 

書
よ
ま
む
小
庵
を
つ
く
り 

わ
が
好
む
南
天
の
木
を 

ひ
ろ
庭
に
五
百
ち
ば
か
り
も 

う
ゑ
て
む
と
ね
が
ひ
そ
め
し
は 

ゆ
く
末
の
ま
だ
と
ほ
か
り
し 

男
ざ
か
り
に
し
て 

第２３話 

徳利と盃 
（姫路文学館蔵） 

う
ち
さ
い
わ
い 

こ
の
え 

と
っ
く
り 

さ
か
ず
き 

い
お
り 

こ
の
た
び 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２８
年
１１
月
４
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

70
２２ ２２ ２２ 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

市
　
川 

《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　川　川 
バス停バス停 
　川 
バス停 
　
川
信
号 

　
三
木
家
住
宅
は
、
姫
路
藩
の
大

庄
屋
と
し
て
地
域
の
政
治
と
文
化

の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
柳
田
國

男
や
「
銀
の
馬
車
道
」
と
の
縁
も

深
い
建
物
で
す
。
今
回
は
、
自
然

歩
道
を
歩
こ
う
大
会
の
開
催
に
あ

わ
せ
て
臨
時
公
開
し
ま
す
（
建
物

内
部
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
）。 

日
時
　
１１
月
２３
日
（
水
・
祝
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時
３０
分 

場
所
　
西
田
原
１
１
０
６ 

※
申
込
は
不
要
で
す
。 

（
社
会
教
育
課
） 

県
指
定
文
化
財
　
三
木
家
住
宅
を
臨
時
公
開
！ 

　
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
歴
史
遺

産
を
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
未
来
へ

守
り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

１１
月
は 

文
化
財
保
護 

強
調
月
間
で
す 

町指定文化財 
石造地蔵菩薩像（田口・金剛城寺） 

１６ 

企画展「ちょっとなつかしい 昭和３０年代くらしの風景」 

会　　場　歴史民俗資料館 

開館時間　９:００～１６:３０ 

入 館 料　無料 

休 館 日　月曜日、祝日の翌日 

町制６０周年を記念
し、なつかしい昭
和３０年代の居間を
再現。当時の写真
も展示しています。 

福崎町制６０周年記念 
井上通泰生誕１５０年記念 福崎町文化財フォーラム 

福崎町と『播磨国風土記』 
～古代の地名が語るふるさと福崎の魅力～ 

　１３００年前の記憶を伝える歴史文化遺産『播磨国風土

記』をみなさんに知っていただくため、文化財フォー

ラムを開催します。 

日　時　１１月２６日（土）１３：３０～ 

場　所　エルデホール 　イベントホール 

内　容　第４回柳田國男ふるさと賞受賞者発表 

　　　　シンポジウム 

【ホワイエでの展示】 

　『播磨国風土記』パネル展 

　柳田國男ふるさと賞受賞作品展 

主　催　福崎町文化遺産活性化実行委員会 

（社会教育課） 

参加無料 
申込不要 

はり まの くに ふ ど き 


